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令和６年度（通算第６１回）「大学教務部課長相当者研修会」の開催について 

 

 盛夏の候、貴大学益々ご隆昌の趣、慶賀の至りに存じます。 

 本協会は、大学教育・学術研究に果たす大学教務の役割の重要性に鑑み、昭和   

３８年度以来、「大学教務研究委員会」を常設して、大学教務の在り方をはじめ、   

学士課程教育の充実と大学設置基準等の改正、大学院の充実と学術研究体制の整備、

入学者選抜方法の改善、開放制教員養成制度の堅持と充実等の諸問題について研究 

するほか、加盟各大学の教務部（課）長相当者の資質向上に資するため、毎年「大学

教務部課長相当者研修会」を開催してまいりました。 

 本年度の当研修会につきましては、本協会の令和６年度事業計画に基づき、大学教

務研究委員会において諸準備を進めてまいりました結果、同封の「開催要項」「日程

（予定）」のとおり、来る１０月１６日（水）から１７日（木）までの２日間にわた

り、浜松市「オークラアクトシティホテル浜松」会議室において開催することなりま

したのでご案内申し上げます。 

今回は、メインテーマを「学修者本位の学びを牽引する私立大学～ＤＸと大学教育

～」と定め、学修者本位の大学教育の実現に向けたＡＩの利活用を含むⅮⅩ対応の 

ほか、学修成果の可視化や内部質保証等の大学教育改革について、講演・班別研修等

による総合研修を行うことといたしました。 

 つきましては、これらの研修課題の重要性をご斟酌賜り、尊台をはじめ貴学の教務

部（課）長相当のほか、教務委員長等の教員の方々にも多数ご参加いただけますよう

お取り計らいを賜りたく、何卒宜しくお願い申し上げます。 

なお、貴大学からの参加申し込みにつきましては、研修会参加費のお振込み終了後、

本協会ホームページ（https://www.shidaikyo.or.jp/）の「加盟大学専用サイト」  

より、来る８月３０日（金）までにお申し込みくださいますよう重ねてお願い申し  

上げます。 

 

 

○写  
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令和６年度「大学教務部課長相当者研修会」日程（予定） 
 

主催 一般財団法人私学研修福祉会 
協力 日 本 私 立 大 学 協 会 

 

メインテーマ：学修者本位の教育を牽引する私立大学 ～ＤＸと大学教育～ 

【日 程】令和６年１０月１６日（水）～１７日（木）―１泊２日― 
【会 場】浜松市「オークラアクトシティホテル浜松」会議室 
【住 所】静岡県浜松市中央区板屋町１１１-２    （ＴＥＬ）０５３—４５９—０１１１ 

 

【１日目】 １０月１６日（水） 

１２：００ 

～ 

１２：３０ 

◎ 受    付 

１２：３０ 

～ 

１２：５０ 

Ⅰ．開    会： 日本私立大学協会常務理事・事務局長 小 出 秀 文 
 

         日 本 私 立 大 学 協 会 副 会 長 
Ⅱ．挨    拶： 大 学 教 務 研 究 委 員 会 担 当 理 事 後 藤 泰 之 
          愛 知 工 業 大 学 理 事 長 ・ 学 長 

 

Ⅲ．オリエンテーション： 事 務 局 

 

１２：５０ 

～ 

１３：０５ 

Ⅳ．研修・協議 

１．研修趣旨 [15分] 
          大 学 教 務 研 究 委 員 会 委 員 長 
    解 説 者：               安 井 利 一  
          明 海 大 学 理 事 ・ 名 誉 教 授 
 

⇒本年度研修会のメインテーマの設定の趣旨と、当委員会の研究活動を含めた本研修会の狙いに

ついて解説する。 

 

１３：０５ 

～ 

１３：５５ 

２．今後の大学教育を展望する～教育改革の取り組みから～（仮題） [50分] 

    講  師： 桐 蔭 横 浜 大 学 学 長 森   朋 子 氏 

 

⇒少子化やデジタル技術の発展等に伴い、大学教育は新局面を迎えている。文理融合教育や学部

連携・大学連携等の教育改革のほか、学修成果の可視化や内部質保証等の質保証の取組を踏まえ

つつ、学修者本位の教育を実践する私立大学における今後の教育の在り方について考える。 

 

 休憩（１５分） 

１４：１０ 

～ 

１５：００ 

３．ChatGPTの教育現場での活用について（仮題） [50分] 

    講  師： 東京都市大学情報工学部知能情報工学科主任教授  神 野 健 哉 氏 

 

⇒生成ＡＩ等のデジタル技術の進展を踏まえて、ＤＸ人材の養成や教育のＤＸ化等が課題となっ

ている。ＡＩの大学教育への活用取組みから、学修者本位の教育の実現に向けた、大学教育の 

デジタルトランスフォーメーションについて考える。 

 

 休憩・会場移動（３０分） 
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【２日目】 １０月１７日（木） 

０９：００ 

～ 

１２：００ 

４．班別研修（２） [180分] 
⇒前日に引き続き、共通協議課題をはじめとする協議・情報交換を行う（昨日と同会場）。 

 
 

― 途中適宜休憩 ― 
 

 昼食休憩・会場移動（６０分） 

１３：００ 

～ 

１３：３５ 

５．私立大学を取り巻く現状と課題（仮題） [35分] 

解説者： 日本私立大学協会常務理事・事務局長 小 出 秀 文 

 

⇒令和７年度私学関係政府予算、税制改正要望のほか、地方私立大学の振興や私大のガバナン

ス改革への対応をはじめとする私立大学を取り巻く諸情勢について解説する。 
 

 休憩（１５分） 

１３：５０ 

～ 

１４：５０ 

６．高等教育政策の諸動向（仮題） [60分] 

    講 師： 文部科学省高等教育局高等教育企画課長 吉 田 光 成 氏 

 

⇒中央教育審議会における急速な少子化を踏まえた「今後の高等教育の在り方」の審議動向の

ほか、高等教育の無償化、障害のある学生に対する合理的配慮の義務化など最新の高等教育

政策について概観する。 

 
１４：５０ 

～ 
１５：００ 

 
Ⅴ．閉会の挨拶 

 
 

以  上 

１５：３０ 

～ 

１７：３０ 

４．班別研修（１） [120分] 
⇒学問分野の班編成により、メインテーマに関わる共通協議課題のほか、各大学における教育と 

研究、大学教務に関連する重要課題等について協議・情報交換を行う（１班約３０～４０名）。 
 

［班 編 成］①総合系   ②人文・家政系   ③社会・福祉系   ④理工系 
⑤芸術系   ⑥医療・看護系   ⑦医・歯・獣医・薬系 

［協議課題］①各班共通の協議課題について協議を行うとともに、②４つの希望別協議課題から、

参加者アンケートで希望の多いテーマを中心に協議を行う。 

＜各班共通協議課題＞ 
ＤＸと大学教育  （例）AIの利活用、遠隔授業への対応、情報リテラシー教育など 
＜希望別協議課題＞  
①教育課程の編成 （例）学士力の育成、理工系人材の養成、文理横断教育など 
②教育方法の工夫 （例）アクティブ・ラーニング、学修成果の可視化、厳格な成績評価など 
③教学マネジメント（例）内部質保証体制の整備、基幹教員の活用、ＦＤ・ＳＤなど 

④その他      （例）教職協働、リスキリング教育、障害学生に対する合理的配慮など 

 
 休憩・会場移動（３０分） 

１８：００ 

～ 

１９：３０ 

◎ 情報交換会（立食形式） [90分] 
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